
大学院教育振興施策要綱の概要

大学院教育の充実・強化のための
５年間程度（平成18～22年度）の

重点施策を明示

国際的に魅力ある
大学院教育を実現

体系的・集中的な施策展開

大学院教育の組織的な展開の強化
国際的な通用性、信頼性の向上

「新時代の大学院教育－国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて－」
（平成１７年９月５日中央教育審議会答申）

【大学院を取り巻く社会状況】
・大学院への進学率の上昇、社会人や留学生など多様な学生の増加
・知識基盤社会が到来する中、大学院の重要性が飛躍的に増大
・真の科学技術創造立国の実現に向けた人材養成の必要

実現するために

大学院教育振興施策要綱の策定

国際的に魅力ある大学院づくりが国家社会の行く末を左右する重要な課題

徒弟制的な教育は限界

が必要
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○課程制大学院の趣旨に沿った教育の課程と
研究指導の確立

・各課程ごとの人材養成目的の明確化と教育の
実質化に向けた各大学院の優れた取組への支援

・人材養成目的に即した教員組織の編成や、組織的

な研修・研究（ＦＤ）の実施など教員組織体制の見
直し等

・講義と実習の組合せの促進など教育課程の編成
の柔軟化
・円滑な博士の学位授与の促進

○ＴＡ・ＲＡの充実など学生に対する修学上の支援

○研究スペースの確保など若手教員等の教育研究

環境の改善

○産学協同プログラムの開発やインターンシップ

の充実、社会人対象の博士短期在学コース創

設の検討など産業界との連携の強化

○各分野のバランスのとれた発展を図るため、

人社系大学院を強化

大学院教育の実質化（組織的展開の強化）

◎大学院教育振興施策要綱の主な内容

国際的な通用性・信頼性
（大学院教育の質の確保）の向上

○専門分野別自己点検・評価の実施の促進
や設置審査の改善など実効性ある大学院
評価の取組の推進

○国際化戦略の支援や高等教育の質保障
に関する国際的な枠組みへの参加など
国際貢献・交流活動の活性化

国際競争力のある卓越した
教育研究拠点の形成

○平成１９年度からポスト「２１世紀COEプロ
グラム」を実施し、世界最高水準の卓越し

た教育研究拠点形成のため重点的支援
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